High school Japanese history teaching methods ： Aim for lessons that create for students an image of the times they are living in by 宮田 雅己
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　高校社会科（地歴科・公民科）の教師は，自
分の担当する学年の生徒の進級に合わせて，１
年世界史，２年日本史，３年政治経済のように，
自分の専門科目でない科目を担当することが多
い。「専門科目を担当すべきで自分の学年にこ
だわる必要はない」という意見もあるが，神奈
川県立の多くの高校においては，学年進行に
従って，専門外の科目も担当することが大勢と
なっている。
　高校世界史教師として採用された私も，これ
までに数回自分の学年の日本史授業を担当した
ことがある。この経験を振り返り，日本史専門
外の社会科教師たちに日本史授業に向かう構え
を提示することが本稿の目的である。
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　私の授業と評価方法は，拙稿「高校世界史の
指導法－生徒の世界イメージを広げ，時代の意
味を考える世界史授業をめざして－」の通り，
年表・日本白地図・模式図を使い論述試験を行
うものである。世界史で年表を使った授業をす
るようになってから，日本史でも年表授業に挑
戦することにした。
①　授業を速く進めたい。「日本史Ａ」「日本史
B」の合わせて６単位で，原始から始めて戦
後の冷戦開始までは終らせたい。
②　各時代を政治史→経済史→社会史→文化史
と部分に分けて順に学習する授業ではなく，
政治・経済・社会・文化を横につなげ，生徒
が大づかみに時代イメージをとらえる授業に
したい。とりわけ当時の普通の人々の生活を
イメージできる授業にしたい。
③　中央史観でなく，日本列島各地の歴史を平
等に扱う授業にしたい。
というのが，その理由である。
　稿末の（資料１）は，「日本史B」の授業の
ために作った年表である。１学期に前近代まで
の歴史の流れを大きく把握し，２学期３学期で
近現代の歴史を終える計画で作った鎌倉時代か
ら室町時代にかけてのものである。左の列から
「支配層の動き」「農工商の動き」「北海道の動
き」「琉球の動き」「対外関係」とならべ，政治・
経済・社会・文化のどの側面からでも話してい
けるようにした。地域教材が手に入れば，勤務
校地域の当時の様子を生徒に伝え，そこから日
本全体のイメージ作りにつなげることにも心が
けたが，世界史では，世界各地の地域ごとの動
きと地域間の国際関係に焦点を当てるが，日本
史では政治・経済・社会・文化の横のつながり
に焦点を当てることに意を払った。
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　専門外としてまともな授業をするためには，
集中した準備が必要だ。そこで，その年は専門
の世界史授業を他の教師にお願いし，日本史授
業に没頭できる条件を作る。そのうえで，
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①　教科書と資料集を徹底して読み込む。日本
史辞典は常時携帯する。
②　大学生向けの講座本たとえば「日本史講座」
（歴史学研究会・日本史研究会）などにあた
る。
③　一般向けの講座本たとえば「日本の歴史」
（中央公論社）などにあたる。
④　山川出版社の「日本史リブレット」など，
トピック毎の短い作品にあたる。
⑤　NHK「歴史秘話ヒストリア」や歴史を扱っ
たNHKスペシャルにあたる。とくに夏の時
期は，戦争と平和の問題を扱ったものが多い
ので見落とさないように注意して視聴する。
⑥　勤務校周辺の地域史資料や区役所発行資
料・町内会発行資料などにあたる。
⑦　自分の家族の歴史や同僚教師の家族の歴史
の話を集める。
など，集中的に日本史研究に時間をあてた。
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　私が工夫や留意が必要だと考えて授業に臨ん
だ部分はつぎのとおりである。
①　自分の高校時代の授業を振り返って，理解
するのが難しいと感じた部分。目の前の生徒
が分かりづらそうにしていてここが分かれば
時代の流れがつかみやすいだろうと感じた部
分。
②　生徒が当時の人々の生活を想像し共感的に
理解するのに役立つだろうと感じる部分。
③　支配層にも苦悩や苦労があり，そのなかで
共同や服従や戦いを繰り返したことを感じら
れそうな部分。
④　生徒の住む地域の祖先たちがどのように振
舞っていたかが分かりそうな部分。
⑤　社会を構成する階層・階級・身分のそれぞ
れが，網の目の関係でつながっていることを
示す部分。
⑥　日本の各地域の網の目の関係が分かる部分。
　以下，時代をおって，私の日本史授業の語り
をご紹介したい。授業の基本的スタンスは生徒
に歴史の骨格をつかんでほしいというもので，
細かい歴史知識は骨格把握のあとに付ければよ
いし，受験科目として履修する３学年での選択
科目としての「探究日本史」などで，日本史専
門の教師に補ってもらいたいというのが，専門
外教師の授業の基本的スタンスだと，考えてい
る。まず，原始時代から始める。
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　日本の旧石器時代は，発掘調査で３万年以前
の人類の活動を示すものが出土していないた
め，３万年を遡ることはない。
　人類は700万年前ころ，アフリカでチンパン
ジーから分かれて発生し，２度の「出アフリカ」
を経験した。１度目の「出アフリカ」を果たし
た原人が中国に到達した北京原人だが，彼らは
日本には到達しなかった。２度目の「出アフリ
カ」を新人が果たすと，優れた生活技術で氷河
期の北アジアにまでたどり着き，３万年前以降
の氷河が最大に広がった時期に，南ルートと北
ルートで日本列島に入ってきた。このときの彼
らの狩猟の主要対象は，マンモスやナウマン象
などの大型獣であり，狩猟道具として黒曜石か
ら作った細石刃を骨制のヤリ先に埋め込んだも
のを使用していた。彼らが日本の旧石器時代＝
岩宿文化を作り出した。
　約１万年前に氷河期が終わり地球が温暖化す
ると，日本列島に閉じ込められた人々は，環境
変化に対応する形で新たな文化を作り出さねば
ならなくなった。ここで作り出された文化が縄
文文化である。
　北海道に修学旅行に行く学年を担当した時
に，旭川市立博物館で巨大な黒曜石の塊とそれ
から作られた小さな細石刃とその切れ味のよさ
を見たことがある。旧石器文化から縄文文化へ
の変化の学習では，この経験を伝えることにし
ている。氷河期の寒冷性草原に住む大型獣が森
林化で減少し，入れ替わるように生えてきた森
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林にシカやキツネなど中型小型獣と鳥類が生息
するようになると，森林内ではヤリは使えな
い。その代わりに細石刃の加工技術でヤジリを
つくり弓矢を使った狩猟生活に変わり，その生
活技術の変化が縄文文化を生み出したと説明す
る。
　この頃世界では，穀物を中心とした農耕牧畜
文化が始まり磨製石器や土器が使われ出したと
ころがある。縄文文化は，狩猟採集文化だから，
本来磨製石器も土器もなくてよいようだが，縄
文文化では穀物の代わりにドングリなど堅果類
を採集して食べる農耕類似文化となっていた。
そのため，穀物食に見られる石皿や磨き石など
の磨製石器が使われ煮炊き用の土器が使われ
た。世界史的に見ると特殊な新石器文化が縄文
文化なのだ。
　余談になるが，当時の勤務校の近くに「宿河
原縄文時代低地遺跡」という堅果類のアクを取
るための水さらし場遺跡があった。非常に珍し
いこの遺跡からは，トチ・ドングリなどの実と
それを詰めて川の水に浸した網かごが出土して
いた。この学校に異動したばかりの頃，図書室
の地域史コーナーで「語り継ぐ宿河原」（宿河
原町会創立45周年記念誌）を見つけこの遺跡
のことを知った。このことを授業で話し教科書
の記述の裏付けが学校のすぐ近くにあるという
驚きを生徒に伝えた。
　また，縄文時代の授業では，日本列島の人口
問題を取り上げることにしている。（資料２参照）
（資料２）
　（資料２）は，鬼頭宏著『人口から読む日本の歴史』（講談社学術文庫）をもとに作られたグラ
フである。下記の検索先からダウンロードさせてもらった。
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　グラフに見るように旧石器時代の列島の人口
は２万人で，縄文時代に人口は増加し縄文中期
に30万人に達する。その後減少期に移り縄文
晩期には８万人に低下する。鬼頭氏によると，
列島の人口は大体右肩上がりなのだが，縄文期
の後期に明らかな減少期が，奈良期から鎌倉期
には長い停滞期が，江戸期中期から後期に再び
停滞期があるという。これまで，高校の歴史教
育では人口変化について注目されることが少な
かった。しかし，人口減少や人口停滞，逆に人
口急増には原因があるのであり，人口減少・停
滞は，当時の生活技術や社会構造では，当時の
列島の環境の中で，そうならざるを得ない原因
があることを示しており，その原因が取り除か
れるないしは生活技術や社会構造に新しい質が
加わることによって人口が増加に転ずるのだと
いうのが，鬼頭氏の主張である。
　縄文時代の人口減少から稲作農耕という新し
い技術の導入によって人口増加に転じた。この
時代が，弥生時代だったという把握の仕方は，
生徒の列島の歴史把握のためにパースペクティ
ブを与えてくれる。
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　弥生時代は，中国の歴史と深く関わってい
る。中国の戦国・秦・漢時代に朝鮮半島や大陸
から，弥生人と呼ばれる人々が列島にやってき
た。その頃，朝鮮半島に朝鮮・韓国人による国
はまだないから，中国の影響であることは間違
いない。中国の戦国時代に嫌気がさし，平和を
もとめて列島に来たという説もある（NHKス
ペシャル日本人はるかな旅第５集）。
　弥生時代になると，世界の古代文明の例にも
れず，列島にもクニができた。ただし，列島全
体には稲作文化としての弥生文化は広がらず，
北海道は狩猟採集の続縄文文化が，沖縄では貝
塚文化が続いた。
　クニの争いの中から，いくつかの地域連合政
権が成立する。その中でも有力なものが，西か
らツクシ政権，イズモ政権，キビ政権，ヤマト
政権である。教科書に４つの政権をこのように
書いた記述はないが，山川出版の「日本史リブ
レット」でこういう記述を見つけ大変分かりや
すかったので，生徒にはこう説明するようにし
ている。
　４つの地域政権の争いの決着が４世紀のヤマ
ト政権成立＝全国制覇である。５世紀には，倭
の五王が相ついで中国の南朝に朝貢するが，ヤ
マト政権の全国制覇は列島の歴史にとって大変
大きな意味を持っていた。畿内の地方豪族の連
合政権だったヤマト政権が全国政権に成り上
がったことにより，畿内の豪族は大王家に仕え
ながら全国支配を担う中央豪族となり，残りの
３つの地方政権の首長は中央のヤマト政権に従
う在地豪族の地位に甘んずることになったとい
う現在につながる「中央と地方」の関係が成立
したからである。中央のことは畿内の中央豪族
が決め，地方のことも畿内の中央豪族が定め，
その指示のもとに在地豪族が国造の地位で地方
を取り仕切ることになったのだ。もちろん，中
央→地方という圧力がある中でも，地方→中央
という反対の力も働く。その相互関係を理解す
ること，また，中央の所在地の変化の意味を理
（資料３）
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解すること，中央の集権度・分散度を理解する
ことなどが，以後の列島の歴史の立体的理解に
つながると考える。
　余談だが，ヤマト政権の性格を知る上で，大
和盆地内での中央豪族の配置は参考になる。
　（資料３）は，日本史資料集に必ず記載され
ているが，ていねいに読み取られるべき図であ
る。ヤマト政権の中心たる大王家は大和盆地最
奥の大和川最上流部に山を背に布陣している。
その両脇を武門氏族の物部氏と大伴氏が固めて
いる。盆地の玄関口は大和川の出口に当たる生
駒山地と金剛山地の間であり，両山地脇に平群
氏と葛城氏が配置され玄関口を警護している形
である。大和川はそのまま大阪湾に注ぐから，
結局ヤマト政権は３つの政権のある西に向かっ
て陣を敷いている形になっている。大阪湾は瀬
戸内海を通じて朝鮮半島と中国へも続く。列島
は，西が世界への窓口だったことが確認でき
る。
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　その後ヤマト政権は，鉄資源をもとめて朝鮮
半島に進出し朝鮮３国との関係を深め，漢字・
仏教・儒教などの中国の文化や制度を朝鮮半島
を通じて吸収していった。この関係でヤマト政
権は，東アジア国家間の争いに巻き込まれるこ
とになった。７世紀には唐−新羅連合が成立し，
百済・高句麗を相ついで滅ぼしていった。百済
と関係の深いヤマト政権は，百済滅亡時に亡命
してきた元百済貴族とともに唐−新羅連合軍と
白村江で戦い大敗を喫した。その結果事実上の
大王である天智が正式に即位し，西日本最奥部
となる近江の大津京に陣し，九州から近畿一帯
の防衛体制を整え，唐−新羅連合軍の進撃に備
えた。
　その後８世紀に唐から国家システムとしての
律令制度を導入し強国化をはかった。律令制度
とは，つぎのように東アジア古代世界で最先端
のシステムだった。
　まず，土地制度として中国の王土思想になら
い，全国の土地を天皇のもの（公地）とする。
弥生時代から古墳時代の土地制度は明らかでは
ないが，農耕開始以来土地は共同体のもので
あったろうし，クニができて首長が現れれば共
同体の所有か首長の所有となったに違いない。
ヤマト政権の全国制覇の後にも土地制度で変化
がなかったとすれば，首長から在地豪族となっ
た元首長が事実上の土地支配権を持っている
（私地）と考えるのが妥当だろう。この在地首
長層による土地所有を，天皇による土地所有へ
と変更したのが，王土思想にもとづく班田制
（中国では均田制）だった。王土思想は，土地
のみでなく民もその対象とするから在地豪族に
従属してきた地方の民にも天皇の支配がおよぶ
ことになった（公民）。
　大化の改新の政策のひとつといわれる公地公
民制とは，こうした意味合いで理解されねばな
らない。
　７世紀末には，大王が天皇，倭が日本と名称
が変わるが，ヤマト政権改め大和朝廷の支配者
たる天皇が，土地と人民を直接支配し，人民に
均等に「班田」として耕地を給付し，人民に平
等に租庸調を課税し，とくに「調」（租庸は地
方財源）は人民に運脚として都に直接運ばせ，
人民から「府兵」として直接兵士を徴し，とい
うように，天皇による列島全体の直接支配が指
向されたのだった。結果的に天皇家の権力は制
度を背景に強大化し，中央豪族は律令にもとづ
き官位を与えられる貴族となり官位に応じて天
皇に奉仕するようになった。律令にがんじがら
めにされつつも，それに乗りかかることで支配
権力を行使することになったのだ。中央豪族よ
り低い官位を与えられた地方豪族も，郡司以下
の官職で地方での支配力を維持することになっ
た。このように，中国で作られた古代最新シス
テムとしての律令制度の導入は，日本支配層に
とっても天皇権力巨大化と直接支配権の確立の
ために大きな力を発揮したと考えればよい。
　この結果，律令政治の機能していた奈良時代
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と平安時代は，天皇権力獲得をめぐる天皇家内
部の争いがあり，天皇の側近として権力を行使
し自らの家の地位向上を願う中央貴族同士の争
いが行なわれる時代となった。平安期には天皇
家と中央貴族が自ら武器を取ってたたかうこと
はなくなるが，武器を使わない形で抗争は続け
られていた。
　教科書の記述では，平安時代は分かりにくい
時代の１つである。「初期の天皇親政→中期の
摂関政治→後期の院政」と表現されるが，高校
時代の私もなぜそう進むのか理解しがたかっ
た。しかし，奈良時代・平安時代の歴史を天皇
家内の権力争いとそれに付随する中央貴族同士
の様々な争いとして理解すると，ヨーロッパ各
国史における王族同士の跡継ぎ争い同様に大変
分かりやすくなる。この理解の仕方を教えてく
れたのが，岩波ジュニア新書日本の歴史シリー
ズ第3巻「平安時代」（保立道久著）だった。
最近の教科書は昔の教科書に比べていくらか分
かりやすく書いてあるとはいえ，ことに平安時
代の歴史は，天皇家内の跡継ぎ争いを含む政争
の歴史としてしっかり把握した方がよい。
　「平安時代」に教えられたことはもう１つあ
る。明示的に書いてあるわけではないが，天皇
などの権力者は，１人で政治をしているわけで
はないということだ。権力者には必ず側近がい
る。そして，権力者同士の争いが起こると側近
同士の争いも連動するということだ。このこと
が分かると，理解しやすくなる歴史事象はいく
つもある。平安時代の，蔵人や摂政・関白や院
の近臣などは，天皇権力のあり方に応じた側近
のあり方として理解すると分かりやすいのでは
ないだろうか。
　余談になるが，院政理解のために，律令上の
存在である天皇と律令上の規定のない上皇＝院
の差を理解することは重要である。天皇は律令
制度に規定された身分のため，移動の自由など
身体的自由が少なく，三位以上の公卿のみとし
か直接話ができない。しかし，上皇＝院は移動
も自由で側近も三位以上の公卿である必要はな
く天皇の父親としての力で政治権力を振るうと
いう良いとこづくめの地位なのだ。なぜ院政が
指向されるのかの理由である。
　つぎに経済・社会面における律令制度の限界
についてふれておく。
　世界史の見地からいうと均田制や班田制のよ
うな人為的な土地制度や租庸調制のような人頭
税，府兵制のような一律の徴兵制度は100年も
経過すると維持が難しくなる。唐帝国然りであ
る。日本でも奈良時代には三世一身の法や墾田
永年私財法に見られるように区分田が不足し，
運脚が調を都まで運ぶという無理や天災被害に
よる納税困難という無理，府兵制による男子労
働力の不足という無理など，多数の無理を抱え
ていた。無理にしたがって農民層の生活崩壊が
進み税収不足と兵士不足が結果し，制度が崩壊
し地方は混乱していった。
　余談になるが，勤務校は多摩丘陵近傍の学校
だった。「やさしい川崎の歴史」（川崎歴史研究
会1970）によれば，多摩丘陵は「多摩の横山」
とよばれ，山賊が潜む運脚にとっては恐ろしい
場所として知られていたらしい。国司・郡司に
よる治安行政がきちんと機能していればいい
が，律令制度の無理で地方社会が混乱すると治
安は悪化する。
　中央の天皇権力はこうした地方社会の乱れに
対応できなくなり，結果として乱れの解消を個
人の力に頼るようになった。かつて中央政府の
意志に従って地方政治を行なっていた国司に，
税収確保を条件として一国支配すべてを丸投げ
した。また，中央から特別な軍事貴族を地方に
派遣するようになった。派遣された軍事貴族が，
関東を中心に現地に居着くようになった。地方
は地方で農民層の崩壊過程で勝ち組として力を
伸ばした有力農民たちが自力救済のため武装化
し，居着いた軍事貴族の手下となった。その結
果が武士団の成立である。私は，京から下った
軍事貴族を「上の武士」，地元の有力農民出身
の武装した者たちを「下の武士」と説明するこ
とが，生徒にとってわかりやすいと思ってい
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る。上下の合体が武士団である。
　このとき，「古代社会とは，皇帝・王・天皇
などの支配者は神とつながっているという神秘
的観念で満たされている社会」であるという世
界標準の理解を思い出したい。原始時代以来の
共同体の中に埋め込まれている神的なものに対
する共通の観念で社会がつながっているのであ
る。そのため，力をつけた武士たちが簡単に権
力をとることにはならない。有力農民出身など
の「下の武士」たちは，自分で開墾開発した荘
園を，神秘性を持つ天皇とつながりを持つ京都
の摂関家や上皇＝院や有力寺社などに寄進し年
貢を支払うことで確保しようとした。自らは，
荘園の管理人の形で年貢の一部を受け取る権利
を持つという悲しい存在として荘園を維持せざ
るを得なかったわけだ。武士たちはつぎの時代
に摂関家・上皇＝院・有力寺社に挑んでいくこ
とになるのである。
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　中世の始期をいつとするかは論者によって異
なるが，山川出版発行の「詳説日本史B」では，
中世の始期を平安後期の院政期としている。中
世とは，中央政府による法的な一元統治が崩壊
し，上から下までの社会階層のそれぞれが何ら
かの形でつながり＝一揆をつくり，自力で自分
たちや自分たちの取り分を守るという時代と理
解する。とはいえ，完全に中央政府が機能しな
くなるわけでもなく，鎌倉時代は，武家政権と
しての鎌倉幕府が東日本を支配し，その力を衰
えさせながらも京都の朝廷が西日本を支配する
時代であり，室町時代は，力を失った朝廷に代
わり西日本を支配したのが室町幕府であるのに
対して，尊氏の子の弟筋を鎌倉府として鎌倉に
置き東日本を支配させた時代だったととらえる
と理解しやすい。室町時代についてのこのとら
え方は「享徳の乱」（講談社選書メチエ）での
峰岸澄夫氏の主張である。いずれにせよ，鎌倉
時代には天皇家の中央政府が力を失い，室町時
代には天皇家の権能を室町幕府が奪うから，古
代と異なり中央政府は武士が握ることになっ
た。そして，武士のトップが何らかの理由で争
い出すと，トップの側近がその争いに巻き込ま
れ，側近の側近が巻き込まれる形で全国に争乱
が広がる。ないしは，トップ同士が争いを収め
ようとしても，家臣である側近たちが争いを続
ける方向を望むと戦乱が続くということがおこ
る。
　このように，時代の主人公が武士に移った中
で，武士同士はなぜ争い合うのか，そこを押さ
えるのが，鎌倉時代と室町時代の理解にとって
大切なポイントとなる。
　鎌倉時代と室町時代は，奈良・平安以来の社
会を引きずって動いている時代である。この時
代は農業など１次産業に基礎をおく時代だか
ら，土地の所有や利用の仕方が人々の争いの焦
点となる。班田制崩壊後の土地制度は，「荘園
公領制」である。班田制が崩壊すると，おそら
く所有者を失ったもともとの班田は現地有力農
民がその耕作を担当し国司に税を納める公領と
よばれるようになる。荘園は有力農民などが開
発領主として自力で開墾した耕地は京都の有力
者のいずれかに寄進されたものだ。いずれにせ
よ公領からの年貢も荘園からの年貢も最後は京
都に運ばれるのが「荘園公領制」である。その
結果，全国からの富のほとんどが京都に集ま
り，京都の芸術や文化のレベルの高さはこの事
実にねざしている。
　そこで，在地で耕作する有力農民や荘官たる
在地の武士系の人々は，なるべく京都に富を回
さず在地に残そうと考えるようになる。これが，
武士による荘園や公領の侵略である。鎌倉幕府
も室町幕府も，荘園侵略を公式に認めることは
できないが，地頭請・下地中分・守護請・半済
などの裏技によって結局はそれを認めている。
しかし，武士たちの世代交替が回を重ねると裏
技による荘園侵略でも土地がたらなくなる。女
子も含めた子どもたちの均分相続が原則の鎌倉
時代では，武士の所領は分割・縮小し，女子を
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排除した男子単独相続が原則となった室町時代
になると，兄弟間での跡継ぎ争いが始まった。
この争いは，武士のトップの将軍家でも起こ
り，側近となる守護家でも起こる。守護家の側
近である地元の武士の家でも起こり，結局将軍
家の争いが起こると，それが下に波及し収拾が
つかない戦乱が全国規模で起こってしまう。こ
れが室町初期の観応の擾乱であり，第３代義満
の頃に一度収束するが，第６代義教・第７代義
政の頃になるとつぎの世代交代の時期を迎え再
燃することになった。関東では享徳の乱が，西
日本では応仁の乱が起こり，これをきっかけに
戦国時代となっていったのだ。
　ここで天皇家の跡継ぎ争いについてもふれて
おきたい。鎌倉時代後半は，大覚寺統と持明院
統の２派に分かれていた天皇家は，幕府介入の
もとで両統から交替で天皇を輩出する両統迭立
となった。ところが，後醍醐天皇が天皇家の主
流をとりたいと両統迭立を拒否したため，天皇
家が内部分裂し，南北朝の対立となった。これ
に幕府・守護・地頭の跡継ぎ争いが連動したの
が観応の擾乱である。
　後醍醐天皇の天皇家の両統迭立をやめた理由
が私たちを驚かせる。それは，天皇家の系図上
での自分の位置に対する不安であった。系図を
書いて初代神武と今上天皇をひもの両端として
引っ張ってみると分かるのだが，自分の子孫が
天皇にならない天皇は，ひもの両脇に飛び出る
枝となってしまうのだ。これでは天皇家の主流
ではなく傍流となってしまう。自分の子孫を天
皇家の主流に置きたいと考えた後醍醐天皇が両
統迭立をいやがった理由だった。このことは山
川出版の「日本史リブレット」で知った。
　最後に，戦国時代の歴史的意味を考えたい。
　武士が二手に分かれてたたかうことは，ある
線を境にそれぞれの陣営が向き合うことにな
る。当時は，京都の有力者の持つ荘園は，全国
あちこちに散在していた。また，武士たちの荘
園も一か所でなく散在しているのが普通だっ
た。結果として武士たちは京都の有力者の荘官
として散在している荘園の管理をしていたわけ
だが，戦線が膠着すると戦線のこちら側にある
敵の武士が管理している荘園を奪うチャンスが
でてくる。結局お互い様で，戦線を境に双方の
武士が敵方の荘園を奪い領有することになる。
また，戦乱の継続は，京都の有力者に対して年
貢を運べない言い訳に使えるから，京都の有力
者には荘園からの年貢が届かなくなり，地元で
は武士が自分の本領の周りに敵陣側から取り上
げた荘園＝領地をまとめため込むようになる。
この結果京都に年貢を運ばずにすむようになっ
た自分の本領一帯を一元知行する武士が誕生す
ることになるのだ。そうした自分の領地を守り
相手の領地をとるという武士同士の争いが本格
化する段階，それが戦国時代だった。この結果
戦国時代150年のうちに，京都の摂関家・院・
有力寺院は政治的に力を失い衰退する。この古
代勢力の消滅と武士の支配権確立が，戦国時代
の歴史的意味である。
　戦国大名のすごさを，人口面から確認した
い。戦国大名は，その力で防災や灌漑工事など
をすすめ産業を保護育成した。田畑の面積も増
え人口も養えるようになった。（資料２）のグ
ラフにあるように，奈良・平安・鎌倉と約600
万人と横ばいだった人口が戦国時代の15〜16
世紀200年間で1700万人へと倍増している。
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　織豊時代と江戸時代の最初の100年間は，信
長・秀吉・家康以下の将軍に戦国大名が国を与
えられ，国の開発に力を入れた時代であった。
戦国期に培った築城技術・鉱山技術・治水灌漑
技術・鉄加工技術などを使い，各地で農業用水
を開削し新田開発を進めた。勤務校の近くを，
多摩川から取水し川崎市全域に水を行き渡らせ
る二ヶ領用水が流れていたが，家康の命で作ら
れたこの用水ができるまでは，川崎市域の水田
は谷戸田のようなものが主で，溝の口から多摩
川河口に向かう多摩川鶴見川低地の大規模な水
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田開発が進んだのは，この二ヶ領用水開削以降
である。ちなみに川崎市が多摩川に沿って細長
い市域になっているのは，二ヶ領用水による水
のつながりのおかげである。現在二ヶ領用水は
環境保全・観光用の資源となっているが，戦国
時代から1700年の100年間で列島人口を3000
万人とほぼ倍加させる基礎となったのは，この
ような大名権力による国土開発の成果であっ
た。「やさしい川崎の歴史」によると，二ヶ領
用水によって広がった水田地帯には，旧武田氏
家臣や旧後北条氏家人などが農民として入植し
ている。
　農民層に目を向けると，有力農民に由来する
と考えられる地侍たちをリーダー層として自治
的に戦国時代を生き延びた惣村も，戦国大名の
強力な一円知行の中で，地侍たちが戦国大名の
家臣となり，大名支配となった。秀吉の一地一
作人の制で，農民の耕作権が認められるととも
に，刀狩りによる身分統制令で地侍は武士化す
る者と農民化する者に分かれ，江戸期の村は事
実上の土地所有は認められたが武装解除された
村となった。このことも，人口増の理由のひと
つである。ちなみに，秀吉の刀狩り＝身分統制
令で，一家の中で兄が農民の道を選び弟は武士
の道を選ぶなどという事例もあったという。戦
国時代の地侍という階層は，そういった微妙な
位置にいたのだった。
　天皇家・公家・寺社などの古代勢力の去就は
どうだったろうか。荘園を失い収入が途絶えた
彼らは，地方に落ち延びる者もあり，京都の進
んだ文化を各地に伝え，日本文化の発展に貢献
したが，秀吉や家康の時代になると，彼らから
領地を与えられ命脈をつなぐ地位となった。武
士が全権力を握ったのが織豊政権と江戸幕府成
立の意味である。
　江戸時代の産業について触れる。初期の商工
業は大坂・京都・江戸の三都を中心としたもの
だったが，幕藩体制が定着する中期以降になる
と各藩の特産物開発や城下町経済が活発化し，
蝦夷地から琉球までの商品流通が活発化した。
このことは，農村経済にも影響を与え，農村で
の工芸作物栽培や農村工業も始まり，新しい経
済活動で力を付けた豪農が登場するとともに経
済活動からはじかれた貧農も登場するなど，農
村での階層分化が起こることにもなった。勤務
校近くの溝の口では江戸経済圏の一部として醤
油や酒の製造が始まり，登戸は奥多摩からの水
運による材木運搬の宿駅として繁盛したとい
う。
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　江戸時代後期にあたる19世紀になると商工
業のいっそうの発展の中で，新潟や下関など三
都以外の地方都市経済の発達が目覚ましくな
る。それとともに，琉球貿易を押さえた薩摩な
ど，幕府に経済的に対抗しうる雄藩が登場す
る。一方，この頃頻発した飢饉によって大量の
餓死者がでる藩もある。このことは，流通の面
からも災害救援の面からも藩の自律性を基本と
する幕藩体制が経済の発展状況に合わなくなっ
てきたことを示している。
　幕府直轄地の関東地方では，天明の飢饉や天
保の飢饉で打撃を受けた北関東の農民が生活の
ために江戸に向かった。幕府権力で農村からの
移動を押さえることができなくなってきたので
ある。幕府は街道や江戸での無宿人や博徒の増
加による治安悪化に対して「関八州周り」を設
置したが，幕府の力だけではどうにもならず，
豪農層の力を借りざるを得なくなった。幕末の
話になるが， 1866年の武蔵の国での世直し一揆
「武州一揆」の勢力が多摩川を渡り開港地横浜
に進もうとした時，それをさせなかったのは現
川崎市・横浜市域の豪農の子弟で構成された鉄
砲隊だったという。幕藩体制をささえてきた身
分制度も時代遅れになってきたのが19世紀と
いうことだ。
　結局ペリー来航以来の激動の15年間を経て
江戸幕府は滅び，雄藩としての薩摩と長州中心
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の明治新政府の政治が始まった。幕末の激動の
中で国学の隆盛とともに天皇に再び光が当た
り，明治新政府は天皇をいただいた天皇制国家
としてスタートした。そして，明治新政府は薩
長を中心とする雄藩連合と旧幕軍の内戦という
戦争の結果でき上がった政府であり，欧米列強
による帝国主義的植民地獲得過程の中での誕生
という経過も重なり，「天皇制藩閥軍事国家」
としての色彩を強く持つ政府となった。このこ
とが以降の日本国の軍事国家的性格を規定し
た。
　憲法制定は文明国としてのメルクマールだっ
たから，政府も制定を急いだが，明治政府とそ
れを批判する民権派との憲法制定権力をめぐる
自由民権運動があり，民権派敗北により大日本
帝国憲法が制定されると，対立の図式は薩長閥
の「元老」が組織する内閣と議会多数派の民権
派政党との争いへと変わっていった。ただし，
民権派はこの段階では寄生地主制によって成立
した地主勢力の自由党と新興都市資産家勢力の
改進党という名望家の集まりと性格が変化して
いる。
　その後，日清戦争・日露戦争に勝利し資本主
義的工業化が進むと，労働者や都市下層民が増
加し，彼らが下からの政治批判を開始すること
になる。民権派政党は「元老」中心の内閣に対
する批判はつづけるが，労働者・都市下層民の
政治批判や社会主義運動には「元老」とともに
押さえにかかるという，支配構造の転換が進ん
でいた。
　生徒にとって，明治期の歴史イメージづくり
は難しい。教科書には，細かい事実が記載され
ているが，歴史的意味づけが分かるように書か
れていないのだ。とくに時代を動かした中心人
物たち「元老」とは何かが分かりづらい。幕末
の動乱・内戦を経験し，年下の明治天皇を押し
立て押し出し，自らの経歴と権威で時代を動か
してきたのが「元老」である。私は， 「明治期
以降日本の歴史は 『元老』チームが表で裏で動
かしてきた」ことを強調しながら，授業を進め
ることにしている。ちなみに，明治期までは，
戊辰戦争以降の軍務を経験した「元老」がいた
ため，軍部も政治家としての「元老」に対抗す
ることはできなかったが，大正以降になると政
治家としての政治家と軍部としての軍部が別物
として分かれていく。
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　日露戦争で明治政府の当初の国家目的は一応
達成され，「元老」の死去と世代交代が進み，「元
老」の二分化も進んだ。「元老」は，名望家政
党政治に賛同する伊藤−西園寺系列と，軍部・
官僚のリーダーたる山県−桂系列に分かれた。
政党も，地方地主勢力の自由党系政友会と都市
資産家・資本家勢力の改進党系諸政党とに分
れ，共同と対立が繰り返された。こうした上層
部の対立に，政治からはずされた多くの一般大
衆が大外から圧力をかけ批判をするという，大
変複雑な政治関係となったのがこの時代であっ
た。
　こうしたときに第１次世界大戦が始まるが，
漁父の利を得た日本では，大戦景気で一気に工
業化が進むとともに社会矛盾が吹き出した。米
騒動を期に労働者・小作農・女性・被差別部落・
社会主義者などの社会運動が一斉に社会の表面
に表れ，戦後恐慌→震災恐慌→金融恐慌と社会
状況の変転の中で運動も高まった。1925年に
は男子普通選挙法が制定され，大衆民主主義の
基礎が築かれた。だが，同時に治安維持法を制
定したことは，社会運動に危機感を抱く，大日
本国憲法体制を維持したい名望家政党と官僚・
軍部の妥協といえよう。また，女性参政権が実
現しないなど，日本民主主義の底は浅かった。
　このことは，世界恐慌のあおりを受けた昭和
恐慌への政治の対応に現れた。
　世界恐慌に対する世界の動きは大きく４つに
分かれる。１つは，大衆の購買力を上げること
で恐慌からの脱出をめざすアメリカ型ニュー
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ディール政策，２つは，英仏を中心とする植民
地経済を本国経済に直結させるブロック経済政
策，３つは，独伊のファシズム軍事国家政策，
４つは，そもそも恐慌を発生させないことをめ
ざすソ連型社会主義計画統制経済である。体制
変革への道を自ら塞いだ日本は，名望家政党が
現状の転換を選ぶことができない中で，ソ連型
は言わずもがなニューディール型も選ぶことは
できず，現状変革として軍部が主張する独伊
ファシズム型天皇制軍事国家の道を選ぶことに
なった。民衆の多くもこの道に希望をかけた。
明治期以来の軍人勅諭や教育勅語がこの選択を
下から支える働きをしたのはいうまでもない。
　この後のことの流れは，世界史の大きな流れ
にそいつつ，ドイツのポーランド侵攻→大西洋
憲章→連合国共同宣言とことを進める連合国と
独伊日ファシズム国家群の戦いとなった。伊独
の降伏の後，中国本土での苦戦・東南アジア太
平洋各地での敗戦・本土空襲・沖縄戦・原爆投
下・ソ連対日参戦を経て，ポツダム宣言受諾に
よる無条件降伏の形で大日本帝国憲法体制国家
としての日本国は崩壊した。そして，世界の枠
組みは，連合国勝利を通じ経済力軍事力で他の
国々を大きく凌駕した合衆国とソ連が勢力圏を
争う冷戦体制に突入した。国際連合成立という
世界平和体制構築の努力とともに，米ソ冷戦・
東西対立が始まるという歴史の矛盾がここに始
まる。
　当初合衆国は，日本の非軍事化・非工業化構
想を持っていたが，米ソ冷戦開始で，日本は合
衆国の東アジアにおける最前線基地および兵器
補給廠として復活する道を歩むことになった。
そして， 1989年の冷戦終了までその地位を利用
しつつ経済成長を享受するという戦後歴史を歩
んだことは，多くの国民が知っている。
　ここでこの時期にあたっての身近な史料の取
り扱いについてふれることにしたい。
　大正期から昭和期は，小見出しにも書いた通
り，生徒にとっての曽祖父母・祖父母・父母の
生きてきた時代である。そこで，私はいつも私
の祖父母・父母（生徒にとっては曽祖父母・祖
父母の世代に当たる）の話を身近な史実として
話すことにしている。祖父が群馬県から東京に
出てきた話，東京に出てきて陸軍輜重兵となっ
た話，普通選挙運動に参加した話，祖母が７日
しか小学校に通わず文字の読み書きができない
話などである。（資料４）は，祖父が高橋是清
に付き従う形で普通選挙運動に参加し， 1928年
（資料４）
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の第１回普通選挙にあたり東京６区で選挙運動
に関わり，その祝勝会でとった記念写真であ
る。見づらい写真だが多くの壮年男子に交じっ
て中央上部に顔が見える青年が私の祖父であ
る。この後，所帯を持ち生まれた男の子が私の
父というわけだ。
　父からは戦争中の話を聞いた。下関まで朝鮮
からの労働者を迎えに行き川崎まで連れてきた
話であり，鶴見空襲の時に，どうせ死ぬならと
屋根の上でながめていたら200ｍ先で爆弾投下
が終った話である。母からは群馬の田舎で米戦
闘機から機銃掃射を受けた話を聞いた。これに
叔父からの話も加える。東京空襲で子どもをか
ばうようにして真っ黒になって死んでいた母親
を見た話と南京入城の際に中国人の２，３歳の
子どもを日本兵が蹴り殺した話である。「戦争
は本当にしちゃダメだ」と何度も繰り返した叔
父の姿を今でも思い出す。生徒にとって教科書
の記述が身近な人々の過去と直接つながってい
ることの衝撃は大きいはずだ。
　現在の国際関係にまで尾を引きずっている従
軍慰安婦については，1993年８月４日付の「慰
安婦関係調査結果発表に関する河野内閣官房長
官談話」（外務省ホームページで検索）を読み
上げることにしている。正直なところ男性教員
が慰安婦問題を語る語り方は難しい。河野談話
の読み上げだけでも，生徒に対する発信力は大
きいと思っている。また，修学旅行で沖縄に行
く学年では，ガマの中にも慰安婦の人たちがい
た事実を語ることにしている。
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　以上，私の日本史授業での語りの枠組みと生
徒の理解をすすめるための工夫について書き
綴ってきたが，「はじめに　本稿の目的」で書
いた，専門外の教師が日本史授業に当たるにあ
たっての構えを最後に示してまとめとしたい。
　そもそも専門外の科目では，教師の知識の絶
対量が少ない。専門科目であれば，授業の語り
を右からでも左からでも上からでも下からでも
前からでも後ろからでも縦横無尽に語ることが
できるが，専門外の授業では，少ない知識のも
とでも体系立てて生徒が分かるように授業を展
開しなくてはならない。これはなかなか至難の
技である。そこで，教師は多くの知識を得るた
めに勉強することはもちろんだが，少ない知識
でもあえて自分なりの時代像を構築する努力を
しなくてはならない。なぜなら，知識の少ない
教師が毎時間毎時間手探りで史実を伝えるだけ
の授業をしていては，生徒にとって日本史は細
かい知識の暗記ものとしかとらえられないから
である。多少の間違いは覚悟の上で，自分の知
識の範囲で作り上げることのできる「自分なり
の時代像」を作り語る努力をしなくてはならな
いのである。
　そして，つぎに大切なことは，そのことを正
直に生徒に伝えることである。専門外科目の授
業は３年間同じ学年団として生活と学習をとも
にする生徒の学年進行に合わせて担当する授業
なので「教師としての自分も勉強しながら学問
的に成長している」ことや「生徒も教師も卒業
までに今できる最善をつくそう」などと生徒に
訴えるチャンスとなる授業でもある。また，教
師が日々努力して学びながら授業をする姿を見
せることは「自らの調査研究にもとづき自らが
その時々の知識の体系を再構成する」ことが学
問への道であることを示すことにもなる。
　その意味での私自身の到達点にもとづく，各
時代の流れについての語りが本稿である。授業
づくりは，学級づくり・学年づくり・学校づく
りにもつながる。学ぶ共同体としての生徒−教
師関係をつくるために，臆することなく専門外
の科目にチャレンジする社会科（地歴科・公民
科）教師であってほしいという希望を述べて稿
を閉じる。
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